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１．あの日の記憶から                                                 

平成２３年３月１１日（金）午後２時４６分。東日本大震災発生。 

マグニチュード９.０。最大震度７。東北太平洋沿岸（岩手・宮城・福島が特に強く）に津波発生。最大波高３０ｍ

（主に３波になって６ｋｍ先まで浸水）により沿岸地区大被災となる。 

県内では、津波による死者３,６０２人行方不明者３人（２０１４.１０月現在） 

 被災による被害は多方面、多岐に渡るため天文学的数字になる。 

更なる東電福島第１原発事故の影響により、予想だにしなかった水素爆発事故により、緊急危険避難地区と

して、当地区エリアが今もまだ収束の見えない厳しい選択を強いられ、非情な人生航路の始まりとなった。 

特に地震、津波、原発、避難、風評の連続して起こった出来事は、生きる希望と夢をも奪ってしまった日々の

暮らしには言葉での表現はうまく言えない悔しさがある。 

私共の住む南相馬市は、震災当日まで７１,５６１人の住民が居住していた。 

震災・津波による死者は、隣接する相馬市と合わせると１,０００人を超え、県内では、計１,９００人余りの命が奪わ

れた。また、その後引き起こった東電水素爆発事故による緊急避難がとられたことにより、約２０万人に指示がで、

その避難途中あるいは避難先で亡くなった方（関連死）が南相馬市だけで４４７人、県内合わせると１,７７４人と地

震、津波同等数に至っている。 

子どもから高齢者、要援護者、障がい者等々、中には自殺された方々も含まれる。 

一時１０,０００人に住民が減少した。（現在は、６３,７００人までなっている） 

しかし、この数字は近隣町村の避難者が仮の住居として仮設等で移住していることもあり、正規の数は掴みきれて

いない現状である。 

県内はもとより、全国に転居（散っている）している方々は県全体で、約１２万人（２６’１０現）。３年の経過により現

実的な住民意識も出て来ており、「もう決断をしないといけない」「真に受け止め、人生（生活）を見つめないといけな

い」等々、重くのしかかっている思いを気丈に見つめている。住所を本市よりぬいて行く方々が次第に出て来てい

る。 

高齢化率３３％。子どもたちの帰還は半数に至らず、当然若い人、お父さんお母さん若い方々減少。戻っている

方々の多くは、高齢者（自宅があるから、土地があるから）が当然多くなり、家族は割れてしまっている。 

１．現地の嘆きから 

○今もなお３年経過して、回避できない処理能力の現実に悩み、諦め。 

○事故の不具合を小出しにして、取り繕っている会社報道に不信感大。 

○帰還の解除は住民が住める条件もない中での発信に怒り。 

○報道（マスコミ）も、「あ～またか」の繰り返しにしらける。 

○原因調査中の決まり文句の繰り返しに諦め。 

○一方ではごみ処理、廃棄物処理もままならぬのに再稼働への施策の声にやり切れない気持ちを抑える。 

（原発再稼働等とはなにごとか！！） 

○未だ消えない「この福島原発事故で亡くなった人はいない」という論理。  ふざけるな。 

○風評被害へのつらさ。 

３．被災地の福祉の現況 

（１）地域の障がい者関係状況 

  ○精神疾患者の増加（ストレス、社会構図の変化によって引き起こされる） 

  ○避難による家族が分離され、要援護の必要性が高まる。 

  ○変化したコミュニティーの中で適応できない方々が浮いている。 

   ○最も重要なライフライン、ライフサイクルが欠落してくることで、困窮者、生活困難者が増える。 

   ○利用できる手段が十分とれていない。 

４．事業所の抱える問題と課題（障がい関係を主として） 

   地区５２あったサービス事業所の約８割は何らかの形で再開されるに至った。しかし、元々の開設した地区と

は違い、避難先となった地区での再開が多い。 

   また新しく、精神関係、児童関係等での新しく立ち上げた事業所もある。 

   重度、高齢者、困窮者等が増してくることにより、関係する福祉サービス支援が対応不足になり困っている現

況である。 

 ○生活介護サービス支援                                        【３頁に続く】 

 

はらまちひばりワークセンター 

前施設長 青田直喜 

 

（2014.12 静岡県講演原稿から） 
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例年 2/3 が節分ですが、今年の節分はいつもより 1

日早い2/2になり実に124年ぶりの節分でした。ひばり

でもコロナ禍の中、豆は使わずエアー、つまり空気で

豆をまいたつもりの動作で鬼退治をしました。そして最

後は甘納豆をほおばり皆で健康を願いました。 
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私達が生活をする上では危険が

隣り合わせです。例えば利用者

が転んで大けがになったり、急な

病気が起きたり、交通事故に遭

ったり色々な 

ケースが考え 

られます。ひ 

ばりでは各種 

マニュアル集 

を作っている 

外「緊急連絡 

カード」も備え 

万全です～ 

 

な対応に戸惑 

うことがあります震災から 10 年、

わたし続き沢山のお菓子をお届

け頂きました。しかもサンタさん

の衣装を身につけての来所だけ

に一同びっくりぽんでした。 

災
害
時
の
情
報
に
つ
い
て 

 

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
の

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
為
、
最

小
限
に
防
ぐ
為
に
も
日
頃
か
ら

備
え
が
大
切
に
な
り
ま
す
、
先
頃

の
新
聞
に
よ
れ
ば
平
成
23
年
の

東
日
本
大
震
災
の
地
震
を
受
け

て
保
育
園
や
学
校
か
ら
保
護
者
に

引
渡
さ
れ
た
後
、
津
波
で
犠
牲
に

な
っ
た
園
児
や
生
徒
は216

人
以

上
だ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
障
が
い

者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
国
や
自
治

体
の
対
応
が
不
十
分
と
感
じ
た

人
が
80
％
に
上
り
、
避
難
所
で
の

配
慮
が
足
り
な
か
っ
た
り
、
情
報

不
足
を
理
由
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

今
回
私
達
は
本
号
６
頁
に
組
ん

だ
「
非
常
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

は
い
ざ
と
い
う
時
、
た
と
え
保
護

者
と
連
絡
が
取
れ
な
い
と
し
て

も
、
ひ
ば
り
で
は
こ
う
し
て
い
る

状
況
や
連
絡
網
を
示
し
た
も
の

で
す
が
ご
参
考
ま
で
。 

そ
こ
で
ひ
ば
り
で
は
、
今
後
更

に
一
歩
進
ん
だ
「
ラ
イ
ン
」
と
か

「
Ｇ
メ
ー
ル
」等
を
活
用
出
来
な
い

検
討
中
で
す
。
個
人
情
報
に
配
慮

し
つ
つ
希
望
す
る
方
々
宛
て
に
ひ

ば
り
の
安
否
情
報
を
提
供
し
た
い

考
え
で
お
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご

意
見
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 

貯
ま
る
と
言
う
か
ら
驚
き
で
す
。
皆
さ

ん
真
剣
に
取
組
み
あ
っ
と
い
う
間
に
完

成
で
す
。
お
金
は
お
足
と
か
言
わ
れ
ま

す
が
無
駄
使
い
を
せ
ず
こ
の
貯
金
箱
で

貯
蓄
に
結
び
付
く
と
い
い
で
す
ね
。 

２
月
の
お
楽
し
み
会
は
12
日
工
作
・
貯

金
箱
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
内
容

は
ダ
ン
ボ
ー
ル
ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
の
動

物
貯
金
箱
で
、
今
年
の
干
支
「
ウ
シ
」
が

選
ば
れ
、
の
り
も
ハ
サ
ミ
も
い
ら
な
い
で

組
み
立
る
だ
け
の
簡
単
に
出
来
上
が
る

優
れ
物
で
す
。
百
円
硬
貨
な
ら
七
千

円
、
五
百
円
玉
な
ら
二
万
五
千
円
も 

 

法人では様々なコロナ対策を実

践中ですが、3/8 から歯磨き用の

歯ブラシや歯磨き粉をコップに入

れて棚の上に置いてのを、今回

清潔な袋入れに改善しました。 

学校では既に袋化をしており、そ

れ                れに        

あや

か っ

た次

第で

す。 

3/5 県社協主催メンタルヘルス研

修は動画配信と言う事で全職員が

参加、日頃の対人関係や多忙な

業務等からストレスを感じやすい

環境下の対処法を学びました。 

２
・
26
の
も
う
一
つ
の
お
楽
し
み
は
う

ど
ん
セ
ッ
ト
を
は
じ
め
唐
揚
げ
、
豚
カ

ツ
、
お
寿
司
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
お

好
き
な
お
弁
当
を
選
べ
た
上
、
プ
リ

ン
や
コ
ー
ヒ
ー
ゼ
リ
ー
の
デ
ザ
ー
ト
付

き
の
豪
華
版
の
昼
食
で
し
た
。
コ
ロ
ナ

前
は
毎
月
働
い
た
お
給
料
日
の
翌
日

は
社
会
勉
強
と
と
も
に
自
分
に
対
す

る
御
褒
美
の
意
味
合
い
も
あ
る
外
食

は
ど
な
た
も
楽
し
い
行
事
で
し
た
が

早
く
戻
っ
て
欲
し
い
で
す
。 

 

 

 

 

 


